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Hyper-VまたはSQL Server over SMB構成の計画

ボリューム設定ワークシートへの記入

ワークシートを使用すると、SQL Server および Hyper-V over SMB 構成のボリュームを
作成するときに必要な値を簡単に記録できます。

各ボリュームについて、次の情報を指定する必要があります：

• Storage Virtual Machine（SVM）名

SVM 名はすべてのボリュームで同じです。

• ボリューム名

• アグリゲート名

クラスター内の任意のノードにあるアグリゲート上にボリュームを作成できます。

• サイズ

• ジャンクション パス

アプリケーション サーバー データを保存するために使用するボリュームを作成するときは、次の点に留意し
てください：

• ルート ボリュームにNTFSセキュリティ スタイルがない場合は、ボリュームを作成するときにセキュリテ
ィ スタイルをNTFSとして指定する必要があります。

デフォルトでは、ボリュームはSVMルート ボリュームのセキュリティ スタイルを継承します。

• ボリュームは、デフォルトのボリューム スペース保証を使用して構成する必要があります。

• オプションで、自動サイズ調整スペース管理設定を構成できます。

• スナップショットのスペース予約を決定するオプションを `0`に設定する必要があります。

• ボリュームに適用されているSnapshotポリシーを無効にする必要があります。

SVM スナップショット ポリシーが無効になっている場合は、ボリュームのスナップショット ポリシーを
指定する必要はありません。ボリュームは SVM のスナップショット ポリシーを継承します。SVM のス
ナップショット ポリシーが無効になっておらず、スナップショットを作成するように設定されている場合
は、ボリューム レベルでスナップショット ポリシーを指定し、そのポリシーを無効にする必要がありま
す。シャドウ コピー サービス対応のバックアップと SQL Server バックアップは、スナップショットの作
成と削除を管理します。

• ボリュームに対して負荷共有ミラーを設定することはできません。

アプリケーション サーバーが使用する共有を作成する予定のジャンクション パスは、共有エントリ ポイント
の下にジャンクション ボリュームが存在しないように選択する必要があります。

例えば、「vol1」、「vol2」、「vol3」、「vol4」という4つのボリュームに仮想マシンファイルを保存
したい場合は、例に示すような名前空間を作成できます。その後、アプリケーションサーバーの共有を
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/data1/vol1、 /data1/vol2、 /data2/vol3、 `/data2/vol4`というパスに作成できます。

                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     data1         true     /data1               RW_volume

vs1     vol1          true     /data1/vol1          RW_volume

vs1     vol2          true     /data1/vol2          RW_volume

vs1     data2         true     /data2               RW_volume

vs1     vol3          true     /data2/vol3          RW_volume

vs1     vol4          true     /data2/vol4          RW_volume

情報の種類 値

ボリューム1：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム2：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム3：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム4：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム5：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム6：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

追加ボリューム：ボリューム名、アグリゲート、サ
イズ、ジャンクションパス

SMB共有設定ワークシートへの記入

このワークシートを使用して、SQL ServerおよびHyper-V over SMB構成用に継続的な可
用性を実装したSMB共有を作成する際に必要となる値を記録してください。

SMB共有のプロパティおよび設定に関する情報

共有ごとに、次の情報を指定する必要があります。

• Storage Virtual Machine（SVM）名
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SVM 名はすべての共有で同じです

• 共有名

• パス

• 共有プロパティ

次の2つの共有プロパティを設定する必要があります。

◦ oplocks

◦ continuously-available

次の共有プロパティは設定しないでください。

• homedirectory attributecache

• branchcache

• access-based-enumeration

◦ シンボリックリンクを無効にする必要があります（ `-symlink-properties`パラメータの値は null [""] に
する必要があります）。

共有パスに関する情報

リモートVSSを使用してHyper-Vファイルをバックアップする場合は、Hyper-Vサーバから仮想マシン ファイ
ルの格納場所へのSMB接続を確立する際に使用する共有パスの選択が重要になります。共有はネームスペー
ス内の任意のポイントに作成できますが、Hyper-Vサーバで使用される共有のパスに結合されたボリュームを
含めることはできません。ジャンクション ポイントを含む共有パスでシャドウ コピー処理を実行することは
できません。

データベース ディレクトリ構造を作成する場合、SQL Serverはジャンクションを横断できません。ジャンク
ション ポイントを含むSQL Serverの共有パスは作成しないでください。

たとえば、示されている名前空間の場合、仮想マシン ファイルまたはデータベース ファイルをボリュー

ム「vol1」、「vol2」、「vol3」、および「vol4」に保存するには、アプリケーション サーバーの共有を

次のパスに作成する必要があります： /data1/vol1、 /data1/vol2、 /data2/vol3、および

/data2/vol4。

                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     data1         true     /data1               RW_volume

vs1     vol1          true     /data1/vol1          RW_volume

vs1     vol2          true     /data1/vol2          RW_volume

vs1     data2         true     /data2               RW_volume

vs1     vol3          true     /data2/vol3          RW_volume

vs1     vol4          true     /data2/vol4          RW_volume
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管理用に `/data1`および `/data2`パス上に共有を作成することはできますが、それらの共有を使
用してデータを保存するようにアプリケーション サーバーを構成しないでください。

計画ワークシート

情報の種類 値

ボリューム1：SMB共有名とパス

ボリューム2：SMB共有名とパス

ボリューム3: SMB共有名とパス

ボリューム4：SMB共有名とパス

ボリューム5：SMB共有名とパス

ボリューム6：SMB共有名とパス

ボリューム7：SMB共有名とパス

追加ボリューム：SMB共有名とパス
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商標に関する情報
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